




































繊維研究所研究報告  

TIArlやTTARも有していることが報告されている  

［4，5］。この性質からTIAIIが標的とする物質につ  

いて以卜のことが考えられる⊂，すなわちmRNAの  

poly（A）テールを標的とする可能性およびアデ  

ニン・ウリジン塩基に富んだmRNAの5■，3’非遥羽  

訳領域に結合する叶能性が推定される。いずれに  

してもTT＾HはmRNAを標的とし、rnRNAの働き  

を制御する領域に結合することが推察された。  

111RNAlこ対する相互作用と細胞死誘導との関連  

については現在仝〈不明である。最近哺乳類TIA－  

1には、mRNAの転写後から翻訳にかけての調節  

に関わるという報告もある［17］。もLTTAHに  

mRNA配列に特異的な訓別の調節機能があると  

すれば、細胞死に関わる細胞「人個ヰ遺伝子に対す  

る翻訳調節が祁胞死を引き起こす引き金になるこ  

ともありうる。昆虫変態期の細胞死には様々な機  

構が関連すると考えられるが、TIAHの翻訳調節  

作用を介した細胞死誘導系も一連の複雑な変態プ  

ロセスの一経路を担い、重要な役割を果たすもの  

と考えられる。   
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